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何でもありということ
江崎保男

何を書いてもよいと L寸注文ほどむずかしい注文はないということにあらためて気が付いた

次第であるこそこで、「何でもありJというこ左から話を始めたい＝をいうのは、現在訟が勤め

ている博物館のことであるε

博物館はいろいろな意味で「何でもありjなのであるさそれは「モノ（資料・標本）がぞろ

っている」という意味で「何でもあり」だというのにとどまらず、機能的にも［資料収集・展

示・調査研究・教育普及」と L寸具合いに「何でもありjなのである＝博物館という名称のも

左に、性格の異なったきまぎまな施設が存在するという意味でも「何でもありJだといえるか
もしれないと

どの世界、どの分野でもたいてレ「何でもありjがそれだけで大L込なる価値を有していた時

代があったようだ， 19世紀以前の博物学しカ.I）＇そして 2、30年ほど前の、まだ百貨店とよんで

レたころのデパートしカーつであるc いずれも、真の意味ですべてをとりそろえることが幻想に

すぎないこ左、あるいはすべてを圭りそろえるこ圭が個々の質を保障するこ左左トレードオフ

の関係にあることが明白となった圭きに、時代の要求にこたえられなくなり、専門化あるいは

「何にもなしjの中での個性を強調する道をたどることになった。これらの例は、「何でもあり」

は「何でもあし」に通じる危険性を常にはらんでいるという警告とみるこ圭ができるc

博物館に勤めるようになって、地元の研究者や野鳥の会の方々とお付き合いきせていただく

機会がとみに増えるこ！：： ！：：なったが、そんな中で強〈感じるのがこれらの方々の研究や自然保

島町一一市
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巻頭言

護仁対する潜在的な意欲とエネルギ一、そして博物館への強い期待である。博物館は人とモノ

と情報を備え、かつ社会に門戸を開いた研究交流・教育の場としての役割を担っているのであ

るミ

博物館あるいは博物館に身を置く研究者はこのような役割と期待にどうこたえていくべきな

のだろうかζ 私自身は研究活動を中心にすえ、これとの有機的な関わりの中て骨物館の他の諸

機能を位置づけることがひとつのやり方であると考えているc 特に、教育＝研究の一般社会へ

の還元（役に立つ・立たないより、むしろ価値観の変革をもたらすような働きかけ）は自然科

学の分野ではかなり立ち後れているといわぎるをえず、かっ大学は少なくとも現在はその任に

ないようであって、現代の博物館が担うべき重要な役割であると考えているc 「何でもあり」の

中で柱となるものを選び出し、これに構造をあたえることで「何でもありjに新たな価値を見

いだせるのではないかというわけであるェむろん、博物館の柱となりうるものが研究以外にな

いというつもりは毛頭ないし、そう決めつけるのは暴論というものだろう。むしろ、いろいろ

ある方がより健全な「何でもありjに違いない＝

きて、鳥学会もかなりの程度に「何でもあり」ではなかろうかc 鳥類学（鳥学）そのものが

鳥類を材料とした生物学のきまぎまな分野の「何でもありjであるし（少なくとも私はそう考

えている）、学会を構成する人々の種類と目的も、先頃のこの欄て示きれた議論から明らかなよ

うに、他の学会に比べてカーなりの程度に「何でもあワ」だと考えられる z 「何でもあり学会の

健全な発展正は何カ・？Jυ寸命題にいどんでみる必要がありそうだが、これはどうも一範縄
ではいきそうもなL入ただし、上で述べた「諸機能聞の有機的な関わりJの部分だけはそのま
ま使えそうな気がしているこ

関連学術集会（ 19 9 2) 
杢8月17～22日 国際行動生態学会議（Princeton、アメリカ）

憂8月22～23日 第3回オオ夕方シンポジウム（栃木県西那須野：本号）

蚕8月30日 カラスのシンポジウム（千葉県親水広場： no.43)

~9 月 1 ～ 3 日 生物界』二おける安定同位体仁関する国際シンポジウム（三菱化成： no.42)

杢9月13～17日 第5回鳥類内分泌学シンポジウム（Edinburgh:no.43)

杢9月20日 都市鳥研究会シンポジウム（すみだ産業会館：本号）

杢9月22～23日 生態学研究センターシンポ“動物による種子散布”（京都．本号）

蚕10月7～ 9日 日本動物学会第63回大会（仙台国際センター： no.43) 

杢11月22～23日 日本鳥学会大会（大阪市大教養部： no.43＆本号）

憂12月1～3日 第11回日本動物行動学会大会（つくば：科学技術庁研究交流センター）

憂12月9～ 10日 第15固極竣生物シンポジウム（国立極地研究所：本号）

(1993) 

杢9月1-9日 第23回国際行動学会議（Torremolinos：スペイン）

( 1st circularが届いています。ご入用の方は編集部まで御一報下きい）

関連分野の学会大会・シンポに関する情報をお知らせ下さい。

第15回橿域生物シンポジウム（主催：国立極地研究所）

日時： 1992年12月9日嗣・ 10日同

場所：国立極地研究所講堂（干173板掻区加賀1-9-10、JR埼京線板悟駅より徒歩15分）

98の午前は「極域陸上生態系におけるモニタリング」、 10日の午前は「海洋生態学におけ

るニューテクノロジ 」の両シンポが予定きれています。午後は両日ともポスターによる一般

発表があります（問い合わせは、国立極地研究所、 03-3962-4 711、内368),
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熱帯林の鳥類群集を

昨年の10月より、つくば市にある環境庁国

立環境研究所に就職しましたこ鳥学ニュース

¥o.36の藤岡氏の「みんなでつくばをカーき回ぞ

うんという誘いにのって、昨年5月カaら住

み慣れた九州を離れてつくばでOD生活を始

めたのですが、トントン拍子に話が進み職を

得ることカ：できましたニ九州大学での大学院

時代、励まし、ゴ支援をいただレた多くの会

員の方々にこの場をお借 1）して感謝いたしま

す

きて、私の新しレ所属先は環境庁国立環境

研究所・地球環境研究グル プ・野生生物保

全研究チームと非常に長ったらしい名前の研

究室です＝前身は国立公害研究所でして、環

境庁カー地球環境問題に対応するために組織換

えを一昨年の7月に行ない、改名して再出発し

たのカf国立環境研究所ですこ野生生物保全研

究チ ムも、一昨年の7月に新しく誕生した

研究室で、現在スタソフ（ま私そ含めて 4人い

ますご室長は、昆虫の行動生態学者の椿宜高

氏で、各スタ γ フの研究テーマも、水生昆虫

（やご）・植物の対捕食者戦略・トンボの繁殖

戦略と多様性に富んでいますご当研究室で、

現在、地球環境研究の一環として取り組んで

いるプロジェクトは熱帯林の減少に関する研

特集：飛び立つ

永田尚志

究でして、マレーシアのパゾ森林保護区・パ

ングゾン森林保護区に調査地を設けて、シロ

ア 1）群集、糞虫群集、フタパガキの種子を利

用する昆虫群集等の調査を行なってレます＝

怠も、マレ シア半島の熱帯林において熱帯

鳥類群集の調査を開始したところですニマレ

ーシアの熱帝林は予想していた以上に暗〈、

鳥の姿を確認出来ず、てこずってはいますが、

多くの近縁種が同所的に生息していて面白そ

うですこ現在、チメドリとヒヨド tJの2つの

グループにターゲットを絞って、これらのギ

ルド構造が森林の捷乱の程度でど「のように変

化するかを明らかにしよう E計画していますこ

L・ずれ近いうちに鳥学会大会で発表できる E

思レます士

熱帯林の謂査は研究室Eしてのノルマです

が、大学時代カーら調査してきたウチヤマシマ

センニュウの研究の延長として、隔離個体群

の遺伝構造、ウグイス亜科の社会制の進化な

どにも興味をもってLeますc きいわレ、つく

ばの近くには、ウチヤマシマセンニュウを閉

じく不連続分布を示すオオセッカが生息して

いますので、を りあえず、二二数年は、 War・

bierに固執して研究そ進めてレきたい圭思っ

ています

飛びますY 飛びますY
日野輝明

もカごきなカ7らもなんとかはばたき続けてき

た北海道大学での長し.学生生活に終止符を打

ち、この4月よりつくばの農林水産省森林総

合研究所．鳥獣生態研究室と L寸ハピタットで

新たに「飛び立つ」二 Eになりました士お世

話になった多くの方々にこの場を借 1）てお礼

を申し上げます＝

今も昔もはばたきながら飛ぶ先に見ている

ものは複雑なる鳥類群集の構造とその生態ご

真冬の北海道で1羽1羽個体議別したカラ類

やキツツキ類のi昆群を追跡したワ、また林内

アカロア（ニュージーランド）にて、左から

石田・日野・永田・上回

ー－－－－－－・圃－－－－－・E・－－－－－－－－－－－－－
司円曹司布市.....，.＿←一ー一ー一一ー
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特集：飛び立つ

に組まれた高き15mのやぐらの上で鳥の餌資

源としての樹冠内の昆虫類の分布様式を調べ

たりと、これまでは頭よりももっぱら体力で

勝負といった研究を行ってきた怠ではありま

すが、新しい研究室の自由で明るい雰囲気の

なカーで今後もしばらくは鳥類群集という標的

に向かつて力まかせにはばたいていたいと思

っておリます＝そのためにはまず壊を落ち着

けてじっくりと研究のできる調査フィ ルド

を見つけること、これがフィールドに恵三れ

た北海道で研究してきた私にとって当面の切

実な課題となりそうです二

Eりあえずこの1年は少し羽を休め、学位

論文を投稿論文に直したり未整理のデータを

まとめたりしながら、：大なる飛調計画を錬る

ことに専心したいと思っております二

評書 「神奈川の鳥 1986～91」

(B 5版 440p.+ 20pl . 日本野鳥の全神奈川支部発行． 3.000円）

「地方鳥類誌も新しい段階に入った」このたび発行された r神奈川の烏1986-91』を手にし

てまずそんな思いがした＝この本では県内で記録された鳥の概説とデータとともに、全県を細

分（メッシュ）化し、メッシュごとの繁殖の有無や生息頻度を記号化してプロットした地図が

つけられているニその結果、繁殖期と越冬期の種ごとの生息状況がひとめでわカ4るようになっ

ている二類書としては、いままでに『愛知の野鳥』（332p.1983年・県発行）や『山口県版鳥類

繁殖地図調査報告書』（337p.1990年・日本野鳥の会県支部発行）などがあるニどちらも県内を

方脹メッシュに区切って、種ごとに繁殖ランクや密度などをプロットしたもので、全国の範と

なるものである z

本書はそれらよ 1）後発ということと、 6年前にこの前身の r神奈川の鳥1977～86』を発行し

ているだけに、きまぎまな点で工夫がこらされている＝そのなかで特極的なものとしては、観

察データの細分化で、繁殖や噌りなどの一般的な区分のほかに、「異争」＝異種聞の争い、「手

入」ニ羽つくろい／頭かき／伸び／くちばしふき、「事故」士事故／死傷鳥などとタイトルをつ

けて分類きれていて、その烏の生怠状況や生態の一部をかいまみることができておもしろい＝

また巻末にまとめられている「行動別索引」は興味ある方向性をしめしている z ここでは、た

とえば「巣材の横取り」という項目には、 rスズメがシジュウカラの巣箱カーら』とカー rムクドリ

が他の巣カーら』とιう、一見とりとめのない、まとめようがないような観察記録が記載されて

いるが、これらの情報が数多く累積されれば、それだけで学術的な貢献カzできると思われるご

とくに今日のコンビュータの普及と野鳥観察者の増加を考えると、この種の作業が全国的に定

常化すれば、記録のデータベ ス化によって、現時点では夢である日本産鳥類のハンドブック

作成時には威力を発揮すると思われるこ本書は、わが国におけるアマチュアによる良質の成果

が満載されていて、全国の同好の研究者にとって一見の価値のあるものにできあがっているニ

〈入手方法〉郵便振替で、「横浜9-14993 日本野鳥の会神奈川支部」て郵送料とも 3.310円を

振り込んでください。 （川内博）

都市鳥研究会シンポジウム「都会のツバメはなぜ減少したカー？」

日時： 1992年9月20日（日） 13～17時 (12時30分受付開始）

場所：すみだ産業会館（JR錦糸町駅前）

都会からツバメがどれほど減少しているのか、唐沢孝一、川内博、越川重治、金子凱彦、山

根茂生、他数名の講演者が各地のツバメの現状を発表します「参加申し込みはハガキに住所・

氏名・電話を記入して川内博（干351-01和光市本町31-16-901）まで＝
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学会印象記一一

International Symposium on Environmental 

Approaches to Ornithologyに参加して

1991年11月27日から12月1日までインドの

スリナガルにおいて表記（鳥類学における環

境的要因及びホルモン研究）の国際シンポジ

ウムが聞かれたニこの会はアジア・オセアニ

ア比較内分泌学会（会長石居進教授）のサテ

ライトシンポジウムとして聞かれ、タプ 1）ア

ル博士が名誉会長となり地元ガーワル大学の

チャンドラサクラニ博士が事務局長となり事

実上コンビナ として会が集められた＝組

織委員はボック教授、ピノウスキ博士、和国

務教授ら12名であった 3

各テーマとしてはfeeding.ecology. agri-

cultural ornithology. environmental con 

senation. evolutionary biology. reprodu-

ction. migration. habitat ecology. rythm 

など多岐にわたる分野の発表がおこなわれたコ

日本からは石居進氏（早稲田大学）、和田勝氏

（東京医科歯科大学）、林虞治氏（東京都神経

科学総合研究所）、筒井和義氏（神戸大学）、

酒井秀嗣氏（日本大学）、大島五紀氏（塩野義

製薬ラボラト 1）ーズ）、小義弘美氏（奈良女子

中村司

大学）らが、また小生は伊藤・山口・窪川・石

居（早稲田大学）と共同発表きせて頂いたご

インドの訪問は初めてであり、鳥も目新し

いものばかりであり、デラドゥーンの飛行場

に降’｝るや銃を持った兵士を見てやや緊張す

るなか、ふわふわ飛ぶヤツガシラやホンセイ

インコを目撃し興味深々たるものがあった＝

二のシンポジウムではバードウオッチングも

企画きれ鳥学者にとっては楽しく有意義なも

のであった。

会期中、和田先生と菊池きん（早稲田大学）

と共に早朝パ ドウオッチングを行いイエガ

ラス、ヤプチメド 1）、ハシプトガラス、シ ＇）ア

カヒヨドリ、ヤツガシラ、アオシ三ウビン、ヤ

マセミ、ヒイロサンシ三ウクイその他30種近

くの鳥を観察しスリナガル滞在中約40種の鳥

を記録した＝

終わりにこのシンポジウムの国際組議委員

としての参加を呼びかけて下きったサクラニ

博士と今回多々ご指導賜わった石居進先生に

感謝申し上げる次第である三

生態学会（名古屋大会）印象記

今回初めて参加した日本生態学会大会には、

仕事の都合もあり、 3日間のうち 0.7日分し

か参加できず、充分に機会をいかせなかった＝

そんな偏ったサンプルに基つ’いたものだが、

初めて参加した私なりの生態学会の印象をの

べたいと思うごまだ生態学会に参加されたこ

とのない方々のために・

怠のような新人にとって、学会に参加して

得られる最大の利益は、自分の研究を広〈宣

伝できることである士生態学会で講演発表す

ることは、きまぎまな材料をあつかう研究者

に、自分の研究を紹介することができる、と

いう利点があった 2 私の発表の場合も、植物

から昆虫、霊長類まで、きまぎまな分類群の

研究者の顔を見ながら話すことができたさ

ただし、講演発表の場合、発表への指摘を

正確に理解するためには、その人の顔を覚え
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藤田剛

ておき、講演終了後、あわててその人を捕ま

えて自己紹介と議論をしなければならないご

そうしないと、同じテーマに興味をもっ研究

者と知り合いになる機会も還がしてしまう＝

この欠点を補うのはポスタ一発表だろうこし

かし、残念ながら、今回の生態学会では、ポ

スタ一発表の場が設けられていなかったごこ

の点で、生態学会は、顔見知りの研究者の少

ない新人向きとは言えなかった＝

生態学会のもうひとつの面白きは、共通の

テーマについて対象とするきまぎまな生物の

視点から出きれた意見を、交換したワ、戦わ

せりする場があることだったこ出席できなか

ったが、生活史の進化をテーマとしたシンポ

ジウムや、種子散布に関する自由集会などは、

その典型的な例だと思う＝訟も鳥以外の対象

をあつかう何人かの研究者と話してみて、改



若手インタビュー

めて、「島屋」の長所と短所を考えることがで

きた。

まだ烏学会しか参加していない新人の方た

ちには、生態学会に限らず、対象の生物にと

若干インタビュー（5)

前田

前回琢氏i土、東京農工大学・野生動物管理

学講座（丸山直樹助教授）で、ドクターコー

スに在籍している若手研究者である＝

前田氏とは、月に一度、立教大学で行われ

ている通称「鳥ゼミ」という勉強会で顔を合

わせてきたのであるが、実のところ、トース

トのようにこんがり日焼けした甘いマスクに

見Eれていて、その研究内容について深〈追

求したことカ：なかった士というより、前田氏

は、いつも一歩控えた左ころがあって、ご自

分の研究も薄いベールに包んでいてなカーなか

披露して下きらないのである二そこで今回ご

登場願うことにしたご

研究の関心は、 「自然を排除するばかりだ

ったこれまでの都市づくワにかえて、人と鳥

の共存できる都市環境の創造・保全のために、

鳥類群集左都市環境の関係を明らかにしてい

くこと」にあるという＝最近出た論文 rタス

マニア州ホパート市における初秋の都市鳥類

群集（山階鳥研報； 22巻1号）』では、タスマ

ニアの9ヶ所の林で調査を行ない、都市地域

ほど移入種が多いことを指摘している。

フィ ルドは東京都多摩地区や埼玉県南部

らわれない多くの学会にも、参加されるこ正

お勧めしたいごそれは、今の日本の鳥学を進

歩きせるためにも、必要なことだと思ってい

るc

CL_' E 
を中心とした地域で、修論では、この地域に

分布する都市林の群集と環境要因の関係を解

析、博士論文では、住宅地から森林まで、都

市にみられる様々な環境を網羅し、群集に影

響する要因をより詳しく解析しようと試みて

いる。

そして、 「都市の構造と鳥類の種構成等が

どのように対応するのかを調べ、緑地設計や

都市計画に役立つような研究をしていきたい」

と熱っぽく語ってくれたご

快適な居住空間を設計したり、創出してい

くために、今や野生動物、殊に野鳥が棲むと

いうことが一つの重要なファクターにな9つ

つあるごこうした時代の要請の中て＼その地

域にとって望ましい鳥類相を検討した1 誘

致する上で、前田氏の研究が大きく社会に貢

献していくことを期待しているc （成）

生態学研究センターシンポジウム“動物による種子散布”

上記のシンポジウムが9月22-23日に京都（京大会館：京都市左京区）で開カれます3

これは京大・生態学研究センターの公募研究会ξして聞かれるもので、一般にも公聞きれ

ます， 22日は午後からシンポジウム、夜に懇親会、 23日は朝10時から昼食をはきんで、午

後3時までを予定しています， 1日目l土鳥止液果（業果）の問題を、 2日目はカケス・げ

っ歯類などによるドングリ類の散布の問題を取り上げますご烏と木の実の問題l立、身近な

話題でありながらこれまで本格的に取ワ上げられることのなかった分野ですご参加を希望

される方は下記までご連絡下きいー詳しい案内を差し上げます 上回恵介・野間直彦

問い合わせ先：干606-01京都市左京区北白川西町 京大・生態学研究センター・植物生態

野間直彦（075753-4251) Fax 4253 
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日本鳥学会員近畿地区懇談会の近況

当懇談会の活動も15年目に入りました二、

の2年間の例会の様子をお知らせします＝

第38回例会 1990年3月18日、伊丹市中央公

民館、参加22名＝

1.マダガスカルの鳥（山摩哲氏） : 2. 

ダルマエナガの社会（金昌舎氏） : 3. コ

ミミズクのベ1）ットについて〈標本供覧〉

（中川宗孝氏・川端睦治氏）＝

第39回例会 1990年 7月28～29日、福井県自

然保護センタ一、参加29名（北陸鳥学懇

談会と合向上

1.ハヤブサの生活〈スライド〉（松村俊幸

氏） : 2.セクeロセキレイの子育てと社会

健造：調査方法を中心に（大迫義人氏）

3.菅湖におけるカモ類の渡来状況（小鳥

明男氏） : 4 .福井県における鳥類の経年

変化（林武雄氏）ご

第40回倒会 1990年12月16日、大阪市立大学

理学部、参加22名ご

1. オナガの協同繁殖（原因俊司氏） : 2. 

林縁部のエナガの社会構造の特質（上野吉

雄氏）＝

第41回例会 1991年3月21日、神戸市立王子

近畿地区懇談会

動物園、参加24名＝

1. コアジサシの音声による義子認知（岩

淵成紀氏） : 2.一夫一妻のモズにも浮気

はあった： DXA指紋法の結果から（西海

功氏）＝

第42回例会 1991年9月8目、大阪市立大学

理学部、参加14名＝

1.溜池群のサギ類群集（工義尚氏）： 2. 

イソヒヨド 1）の繁殖期の生息域（清水理氏）：

3.韓国，鳥類学会大会の印象（浦野栄一郎氏j三

第43回例会 1991年12月15日、京都大学理学

部、参加20名ご

し照葉樹林の果実と鳥の関係（野間直彦

氏）；シール島のアゴヒゲベンギンの採餌

行動（森貴久氏） : 3. オオフラミンゴの

亜種間交雑の可能性（吉竹渡氏）±

本会は近畿地区在住の日本鳥学会員を中心

に運営きれ、年3回の例会を開いてレます一

年会費は 500円です二新しく烏学会に入られ

た方で本会の活動に興味を持たれた方は、事

務局までご連絡くだきい＝事務局はこの4月

から下記に移りました＝ 干651-13 神戸市

北区藤原台北町4丁目10-16 江崎保男気付二

（浦野栄一郎）

「第3困オオタカ保護シンポジウムJ 開催のお知らせ

日本野鳥の会栃木県支部とオオタカ保護ネットワークでは、

(1那須野ヶ原におけるオオタカ保護活動の視察と体験。

(2）オオタカ保護活動やハイタカ属の生態に関する報告・発表。

(3）ワシタカ保護からみた「絶滅のおそれのある種の保存に関する法律」。

の3点をメインテーマに、各地の保護活動化や研究者閉め情報や意見交換も兼ねて、「第
3回オオタカ保護シンポジウム」を以下のように 2日間に渡って開催いたします＝オオタ

カやワシタカ類の保護・研究に興味を持っているごあるいは携わっている方であれば、ど

なたでも参加できますでまた、 1日だけの参加も可能ですこ多くの方々の参加をお待ちし

ています＝

参加申込：参加御希望の方は、往復葉書に「第3回オオタカ保護シンポジウム」参加希

望とお書きになり（参加日程・宿泊の希望の有無も明記）、日本野鳥の会栃木県支部（郵便

番号320栃木県宇都富市星ケ丘2-2-10101）までお申し込みくだきい（発表申込は 7月20

日、宿泊参加申込は 7月末、シンポのみ参加申込は8月10日棒切り）。

記

主催：オオタカ保護ネットワーク・日本野鳥の会栃木県支部

後援：（財）日本野鳥の会・日本鳥学会

期日.8月22日（土）・ 23日（日）

会場：；栃木県西那須野町 西那須温泉ホットピア・大鷹の里（宿泊）

三島公民館（シンポジウム）
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山階鳥研アラビア湾岸調査に参加して

昨年 (1991年）の11月から12月にかけてサ

ウジアラビアに行き、湾岸戦争の油流出事故

の鳥類に対する影響を調査した＝山階鳥類研

究所の黒田所長が呼びかけ、トヨタ財団の助

成を得て、今回の謂査が実現したe サウジの

NCWCD （野生生物保護開発委員会）、英国の

ICBP （国際鳥類保護会議）との共同調査で、

山階はシギ・チド 1)(1)標識調査を担当したe

山階の研究員2名｛百瀬浩と百瀬邦和）と、

根室で長年シギ・チドリを調査している松尾

武芳氏の3名て現地入りした＝

サウジ東部湾摩のジュベイル、タルートの

2カ所で計30種、 1310羽の鳥を捕獲、池の付

着状況を調べ、計測、標識、染色後放鳥した＝

この地域はシギ・チドリ類の重要な越冬、渡

り中継地である s 主な種類はハマシギ、ヨー

ロッパトウネン、シロチド 1）、サルハマシギ、

アカアシシギ、タシギなどで、変わったとこ

ろではコシギ、オジロトウネン、コアオアシ

ンギ、キ IJアイなどがとれた＝網にはかから

なかったカヘソリノ、シセイ夕方シギ、オオフ

ラミンゴ、ツクシガモなども多数見られた 3

（室三〉

〔王室豆豆ヨD

、、

L..___J 

!DC i<.悼

百 瀬 ::!t:: 

’＝ 
標識調査以外では、サパクヒタキ、サパクム

シクイ、カンムリヒバリ、ワシミミズクの砂

漠型、フサエリショウノガンなど、砂漠には

思ったより多くの鳥がいて驚いたこ

調査終了後時聞が余ったので、サウジの南

西部を視察した＝紅海沿岸地域は3000m級の

山岳地帯で、アフ 1）カ系の鳥が多かった＝シ

ロエ 1）ハゲワシ、クロビタイサケイ、オナガ

ニシブッポウソウ、クロヤプコマ、ハイイロ

コサイチョウ、キイロハタオ IJ等で、海岸で

はカニチドリ、ブロンズトキ、クロヅル等が

見られた。

帰国後、 2月24日に湾岸調査報告会を聞き、

環境庁や、鳥類関係団体の方々にもお集まり

頂き、今後の日本の対応などについて話し合

った 2 サウジには自然保護を推進するための

思想的基撃もなく人材も乏しいご色々な面で

日本のような外国の支援を期待している＝今

回の油流出を一つのテストケースとして、鳥

類保護の分野での日本の国際協力の体制作り

をする必要があるという認識で一致したご国、

民聞の財団、エキスパ ト（鳥類調査経験者

G:g 

アラビア湾岸の略図
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や、獣医師など）の方々、それぞれが、何ら

かの形で国際支援に寄与したいEいう意向を

表明きれたが、山暗烏研を始めとする民間団

体が先頭に立って計画を進めてほしい、 εい
うのカ：大方の意見であったー山階鳥研は調査

に必要な技術、知識は持うているが財政状態

は火の車で、職員を長期間派遣する余裕カfな

L・6 Lかし、国や民聞の財団、会社などから

の支援と、ボランティアとして調査に協力し

て下きる人達とのパイプ役正して、現地Eの

車＼

フィールドアイデア

連絡、調査計画的立案などで役立てると思う。 方に連絡してほしいこ鳥に関する専門的知識

今回のような標議謂査は継続しないと意味 をお持ちの方なら最高だが、ぞうでない方でみ

がないのfごが、人材不足がネ yクとなっ、今 もそれなワの貢献ができると思う 2 また、湾

後同ヒ形で続けるのは難Lレ状況であるごも 岸調査、および山階鳥研そのものに対する個

し、サウジにボランティアとして烏の調査に 入、団体からの財政的援助も歓迎するご

行ってもよいという方カ司、たら、山階鳥研の

議事~：（），~~｝忠 7
(" .，..~勺；；. ·!~ _;':-: . ；.；で

私のフィールドアイデア（4)

コ戸ジサシの誘致実験に使っているデコイの作り方

藤田 剛・川崎慎二・川島賢治

集団て繋殖する鳥の中には、巣場所を選ぶ

Eき、 Eにカー〈同種の個体が繁殖している場

所そ選ぶ性質をもっ種があ＇）；ますごアメリカ

合衆国などで行なわれている、鳥の模型（デ

コイ）を設置し、テープレコーダで音声を再

生してアジサシなどを誘致する実験は、海鳥

などのこの性質に注目して始めたものです＝

日本野鳥の会研究センターの樋口広芳きん

の発案で、私たちは、 1990年から、東京港野

鳥公園内で、デコイ圭音声によるコアジサシ

の誘致実験を行なって1,・.ますご 3年自の今年

は、抱卵にまではいたらなかったものの、実

験地でコアジサシの交尾や求愛給餌が行なわ

れ、巣のくぼみε思われる穴をほったうする
行動が確認できました＝

特に私たち自身が工夫したところはあまワ

ないのですが、ここでは、発泡スチロールを

使ったデコイについて紹介しますさ発泡スチ

ロールは、自然界で分解しにくい石油製品で

ある、とレう問題点があっ、将来は別の材料
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フィールドアイデア

を使いたいと思っているのですカヘデコイを

使った野外実験を計画している方たちの参考

になれば、と思い、その作り方などを紹介し

ますご

材料には、発泡スチロールの角材（？）を

使いましたご少し高価でしたが、東急ハンズ

で1片数百円程度で購入しました。

角材の表面にコアジサシを真上と真横から

見た図｛図 1｝をはりつけるか、その型紙の

線を材料の表面に描き写し、その線にそって

削って行くのは、木を材料とする場合と同じ

です『

発泡スチロールを削る道具は、スチロール

カッターを使レましたご特に削 1）かすが粉に

ならない点が良いところですご電熱線の長き

（刃渡1)? } ＇立15個ほどの型が使い安〈、電

池式のものよりは、直接コンセントを電源と

して使う型の方が、経費も節約でき、切れ味

も良いようです＝大きな文房具屋で、数千円

程度で購入しましたc

着色には、文房具屋で蟻入した 1）キテック

スの絵の具を使いました， 2か月間野外に設

置しでもほとんど色落ちしませんでした

翼をひろげたような姿勢は、強度の点で問

題があるようですε しかし、中に針金を通し

たり、加工する技術が上がれば、かなりきま

ぎまな姿勢のものも作れるようです2 ただし、

税たちも、あまりいろいろな姿勢のデコイを

作ったことがないので、この点についてはよ

くわかりませんご

野外に設置する際には、風で飛ばきれない

ように、木片にプラスティックのひもを使っ

てデコイ本体を固定しましたコ木片もひもも

野鳥公園周辺に落ちていたものを使いましたご

耐久性がもっとも心配だったのですが、思

ったよりも強〈、 2か月ほど野外に設置した

ままでも、ほほ原型のままでした＝

デコイについては、私たちの実験も、まだ

まだ模索段階です。もし、材料などでも何か

アイディアがあるようでしたら、ぜひ、お知

らせください。

，：，.，圃老舗
む帽隠』T....... A‘， ．． 

a・－割－松山孝

コアジサシ・デコイのす法

全長： 250～280凹翼関長： 510-525皿

翼長： 167-193mm 噴峰： 28-32皿

酎蔽： 16～ 18皿 尾長： 60-11但E

実験場所

東京港野鳥公園：干143東京都大田区東海3 1 

A
U
 



日本鳥学会大会一一一

鳥学会大阪大会の見どころ・聞きどころ

お手もとに大会案内が届いたこと左思いますが、以下にもう少し詳しく本年度大会の内容に

ついていくつかをご説明申し上げますニ

・シンポジウム：近時問題になっている熱帯雨林について、鳥との関連を見てみたいと思いま

す＝まず、建台となる熱帯雨林の特撮について、最近パナマから婦られた、昆虫の個体群生態

学者中村治二氏（金沢大学助教授）に話していただきます＝ついで、熱帯雨林の象徴であるサ

イチョウ類の比較生態についてタイ国のビライ・プーンスワッド Pilai Poonswad女史（マヒ

ドン大学助教授）に発表していただきます二通訳は彼女と永年サイチョウの共同研究をしてお

られる辻淳夫氏（名城大学助手）を予定してレます三最後に熱帯研究の権威、橘川次郎氏（ク

イーンズランド大学教授）に熱帯の鳥についてまとめていただきますご氏はなぜ熱帯雨林には

種類数が多いのか、どんな生態的特撮を持っているのか、森林伐採が続いてfragmentationの

度が進めばどんな種が絶滅するカ・などをコスタリカ、アマゾン、ニューギニア、オーストラリ

アできれたお仕事を中心iニ話きれ、熱帯雨林の将来とその保護について日本の全員と意見を交

換きれたいそすです士

・招待講演：韓国鳥学会の設立大会に日本の若手の鳥学者を招待していたfごいたので、今回は

韓国の若手鳥学者を招いて講演をしていただきますこ通訳は日本に留学中の金昌舎氏（大阪市

立大学大学院生）の予定ですご

．ビデオ発表：今回は大型スクリ ン映写型のビデオ発表が可能ですご 200人以上が同時に発

表を見ることができ、スライドと同じように発表できます会

・講演要旨集：大会に参加できなかった方々からもう少し詳しい要旨集を望まれる声があワま

した：今回は試しに85版 1ページを一発表に充て、図や表や写真も掲載可能にしてみました＝

・論文作成相談室：編集委員会から論文作成についてどんな些細なことでも気軽に相談できる

部屋を用意してくれという要請がありましたので1部匡をこれに充てます：大いに有効にご利

用下きいご

・一般講演：学会の大会は会員の皆様の一般講演によって支えられていることは言を待ちませ

ん二多くの口頭およびポスタ一発表の申込みを心からお待ち申し上げます＝

日本鳥学会1992年度大会、大会準備委員長 山岸哲

第21回国際鳥学会議の準備状況

第21回国際烏学会議（ I O C）は1994年8

月21日一27日にオーストリアのウィーンで開

催きれるーこのためのプログラム委員会が昨

年8月に聞かれ、会議の概略とシンポジウム

の題目ならび世話人の大多数が決定きれた＝

決定きれた会議の概要は次のとおりであるコ

①参加者は 2.500入を見込み、 I0 C左し

ては最大規模となる（前固め参加者は 1.303

人L会場はAustriaCentreで、メインホル

は4.000人を収容可能＝②会長講演と plenary

lecture l主計10名（各45分． 0830 1000）、③

シンポジウムは計54題、各シンポジウム5名
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（各人講演20分、討論4分）、 (1030-1230.

1630-1830), c－一般発表はポスターに限り、

口頭発表は行なわないが、口頭による 2分以

内の紹介が認められるご⑤各種委員会、ラウ

ンドテープル、映画その他（2000～2200）ご

シンポジウムの発表を会議のProceedings

に印刷するカ・否かがオタワの時以来問題にな

っており、プログラム委員会はいったんシン

ポジウムは印刷しないことに決定したが、そ

の後反対意見もあって、現在検討中である二

なお、 FirstCircular の発送は本年12月、

一般発表の申込み（要旨送付） ＇立1994年の3

月頃締切りとなると予定ご

（森岡弘之）



お知らせ

［論文作成相設室の開設］

1992年度大会（大阪市立大学）の会場に論文作成相談室を開設しますさ論文作成や投稿に関

するきまざまな質問・疑問について、編集委員が相談に応じますので、ぜひご利用いただき、

学会誌に投稿をお願いいたします3

［会計幹事から］

1.会費納入状況表示方法のお知らせ

（編集委員会）

各会員の会費の納入状況は、学会からの刊行物の発送宛名ラベルに打ち出す仕組みとなって

います＝宛名ラベルの個人名の下に何も印刷きれていない方は、その年度の会費が納入済みで

すご年会費は 5.000円で、前納制となっています＝未納または不足の方には”会費未納〔00

0円〕”とその額を表示していますー反対にその年度分を越えて納入きれた方には、“会費前受

分： 000円”と表示していますーラベルをよく確認して郵便払込を利用して納入して下きいー

特に、会費がま量数金額となっている方は、次のお支払いの時に必ず解消して下さいご

なお、皆様が実際に郵便払込をきれてからラベルへの入力は 2～3週間程度後になり、学会

誌やニュースの発送時は、ラベル鮎りの作業を先行させるため、 1週間程度早〈ラベルを打ち

出します＝したがって、ラベルは 1ヶ月程度以前の納入状況を表示しているものとなってい

ます＝また、会費の領収は払込票（払込局で出きれるもの）をもってかえきせていただきます＝

2. 谷口一夫氏から 4.000円、鳥学基金への御寄付をいただきましたc 感謝申し上げますZ

3.以下の2件の郵便払込者記名のない入金がありましたー

a.福生の受付局印で学会の名を書いて払込まれた方コ金額と払込月日を記入して連絡下きい＝

b，石垣市の方＝記入住所、払込局名、金額、払込月日を記入して連絡下きいこ （福田道雄）

• r生物科学』 （岩波書店）の5月号の特集に、昨年の立教大学で聞かれた日本烏学会大会の

シンポジウム「鳥と木の実の共進化」が掲裁きれています3 岡本素治・小南陽亮・上回恵介・

守山弘の4氏の議文に加えて、神戸大の湯本貴和きん、北海道道立林試の斎藤新一郎きんにも

執筆頂いています＝書店で手に入らないときは、 1冊 1,400円（送料込み）でおわけしますの

で、振替でお申し込み下さい（振替口座：長野 7 39734 上回恵介）ご

．『日本鳥学会誌』への投稿は、

干305稲敷郡茎崎町松が里1 森林総研・鳥獣生態研究室、松岡茂宛

• r鳥学ニュース』への投稿は、

原稿はワープロまたは原稿用紙で、 1行20字または42字（完全原稿で），送り先は、

〒171豊島区西池袋3丁目 立教大学・一般教育・生物、上回恵介宛

次号（no.45）の原稿〆切は9月20日、発行は11月1日）

一長豆司
．ニュースファイル、フィールドアイデアの投稿を待っていますごどうか積極的に／（花）

．パンの20卵の巣を見つけてしまったー種内托卵だろうかc 一夫多妻だろうか， ( K) 

・野田のサギ山は今、何処？ 埼玉県でコロニーを探すのに苦労してます＝（成）

・狭山丘陵が東京の残土捨て場と化している 2 なんとかしなくては（0) 
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